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町
の
人
口
は
、
年
々
減
っ
て
き

て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
が
、
人

口
が
減
っ
て
き
た
か
ら
と
い
っ
て
、

地
域
の
活
気
ま
で
な
く
っ
て
い
く

の
は
、
寂
し
い
も
の
で
す
。
地
域

の
活
気
は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々

の
交
流
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。 

　
今
、
防
災
対
策
が
注
目
さ
れ
る

中
で
、
災
害
や
犯
罪
が
発
生
し
た

場
合
、
地
域
の
交
流
が
希
薄
に
な

る
と
協
力
し
て
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
、
思
わ
ぬ
大
惨
事

に
発
展
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
、

こ
こ
ろ
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
し

た
い
。
」
誰
も
が
感
じ
る
思
い
を

持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
た

め
に
は
、
相
互
に
支
え
合
え
る
地

域
と
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、
52

地
区
が
取
り
組
み
、
町
は
、
総
額

２
６
０
万
円
の
補
助
を
し
ま
し
た
。

下
記
に
は
、
取
り
組
み
事
例
を
紹

介
し
て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
今
年
度
に
入
っ
て
、
さ
っ
そ
く

申
請
書
を
提
出
し
て
い
る
地
区
が

あ
り
ま
す
。
５
月
12
日
現
在
で
、

そ
の
数
23
地
区
で
す
。
町
で
は
、

地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
地

区
を
応
援
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の

事
業
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢
層
が
交
流
す
る
地
域
、
明
る

く
魅
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

取
り
組
ん
で
い
な
い
地
区
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

さくらまつりさくらまつり（釜渕６釜渕６） さくらまつり（釜渕６） 

地
域
づ
く
り
が
必
要
な 

理
由 

事
業
の
実
施
状
況
に
つ 

い
て 

補
助
金
を
使
っ
て
地
域 

づ
く
り
を
す
る
コ
ツ 

　
町
で
は
、
各
地
区
の
共
同
作
業

や
地
域
行
事
、
伝
承
文
化
等
の
地

域
づ
く
り
を
行
う
地
区
に
「
地
域

づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」
と
し
て

補
助
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。 

　
実
は
、
こ
の
補
助
金
の
中
で
言

っ
て
い
る
「
地
域
づ
く
り
活
動
」

は
と
っ
て
も
簡
単
で
す
。
既
存
の

行
事
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
も
地

域
づ
く
り
で
す
。
こ
の
補
助
金
を

使
う
に
は
、
少
し
工
夫
す
れ
ば
大

丈
夫
。
難
し
く
考
え
ず
に
、
小
さ

な
一
歩
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。「
自

分
た
ち
の
地
域
を
良
く
し
た
い
。」

と
い
う
気
持
ち
が
、
魅
力
あ
る
地

域
、
ひ
い
て
は
町
の
活
性
化
に
繋

が
り
ま
す
。 

①
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い
対

　
策 

・
◯
◯
大
会
開
催
の
際 

　
景
品
代
、
用
具
借
上
げ
代
、

　
用
具
購
入
代
、
レ
ク
レ
ー
シ

　
ョ
ン
用
テ
ン
ト 

②
美
化
環
境
整
備
対
策 

・
地
区
内
消
毒
の
際 

　
薬
代
、
機
械
借
上
げ
代 

・
草
刈
作
業
の
際 

　
ブ
ッ
シ
ュ
の
刃
購
入
代
、
ブ

　
ッ
シ
ュ
の
燃
料
代 

・
花
の
植
栽
の
際 

　
花
の
苗
代
、
肥
料
代
、
マ
ル

　
チ
代
　 

Ａ.生きがい対策・輪投げ 

　　　　　　　（新橋通り） 

Ｂ.カラオケセット（釜渕４） 

Ｃ.花の植栽（三滝） 

A

B

C

（町の現状） 
　町には、75の地区があります。かつて、１万７千人 
いた町の人たちも、現在は、8,708人（H26.3.31日時点 
・町民課調）とほぼ半分の人口になっています。 

�　　　　　�� �����������

さくらまつり（釜渕６） 

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
の
流
れ 

私
た
ち
の
取
り
組
み
を
教
え
ま
す
！ 

記
者
：
こ
の
度
は
、
取
材
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、

田
郎
で
は
、
こ
の
補
助
金
を
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
お
使
い
に
な
り
ま

し
た
か
。 

佐
藤
さ
ん
：
田
郎
で
は
、
河
川
清

掃
と
一
緒
に
、
年
２
回
林
道
の
草

刈
り
を
行
い
ま
す
の
で
、
ブ
ッ
シ

ュ
の
燃
料
と
刃
を
購
入
し
て
配
布

し
ま
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
を
使
わ
せ

て
い
た
だ
い
た
方
の
刃
や
燃
料
等

の
消
耗
品
を
地
区
が
負
担
で
き
る

と
い
う
の
は
、
あ
り
が
た
い
で
す
。 

記
者
：
そ
の
他
、
ど
ん
な
こ
と
に

取
組
ま
れ
ま
し
た
か
。 

佐
藤
さ
ん
：
公
民
館
の
ペ
ン
キ
塗

り
を
し
、
補
助
金
で
ペ
ン
キ
を
購

入
し
ま
し
た
。
ペ
ン
キ
を
塗
り
替

え
た
だ
け
で
も
地
区
が
明
る
く
な

っ
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
み

ん
な
で
協
力
し
て
行
う
か
ら
会
話

も
生
ま
れ
る
し
、
達
成
感
も
味
わ

え
ま
す
。 

記
者
：
よ
く
あ
る
地
域
の
行
事
を

少
し
工
夫
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
ね
。
こ
の
補
助
金
を
使
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
点
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。 

佐
藤
さ
ん
：
年
々
、
戸
数
も
減
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
地
区
の
会
費

だ
け
で
は
、
行
事
運
営
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。
な

か
な
か
、
費
用
が
捻
出
で
き
ず
に

行
え
な
か
っ
た
ペ
ン
キ
塗
り
や
、

毎
年
行
っ
て
い
る
行
事
を
少
し
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
地
区
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
や
す
い
形
に
で
き
た
の

で
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。 

記
者
：
今
、
行
っ
て
い
る
も
の
を

工
夫
し
て
取
り
組
み
や
す
く
す
る

い
い
事
例
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

③
地
域
行
事
・
伝
統
行
事 

・
お
祭
り
の
際 

　
子
ど
も
神
輿
の
材
料
代
、
法

　
被
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
、
写
真

　
代 

・
お
さ
い
ど
の
際 

　
わ
ら
代
、
除
雪
機
燃
料
代
、

　
除
雪
機
借
上
げ
代 

・
そ
の
他 

　
ま
つ
り
出
店
（
金
魚
・
ア
イ

　
ス
等
）
代
、
カ
ラ
オ
ケ
借
上

　
げ
代 

④
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り

　
活
動 

・
高
齢
者
宅
の
除
雪
の
際 

　
除
雪
機
の
燃
料
代
、
除
雪
機

　
借
上
げ
代
、
除
雪
用
具
購
入

　
代 

⑤
そ
の
他
の
共
同
作
業 

・
公
民
館
駐
車
場
整
備 

・
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
捕
獲
用
網 

Ｄ.地区名入り防寒具（新田平岡） 

Ｅ.消火栓の雪囲い（大平） 

Ｆ.出店アイス（内町） 

●
お
問
い
合
わ
せ
先
…
真
室
川
町 

企
画
課 

企
画
調
整
担
当
　
６
２
―

２
１
１
１（
内
線
２
２
３
） 

D

E

F

①
地
区
で
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
を
話
し
合
い
ま
す
。 

②
申
請
書
を
作
成
し
ま
す
。（
申
請
者
は
、
地
区
の
代
表
者
で
お
願
い

し
ま
す
。） 

③
事
業
を
行
う
前
に
、
町
に
申
請
書
を
提
出
し
ま
す
。 

④
町
が
申
請
書
を
受
領
・
審
査
し
た
後
、
各
地
区
が
指
定
す
る
口
座
に

補
助
金
が
振
り
込
ま
れ
ま
す
。（
振
込
日
に
つ
い
て
は
、
決
定
通
知
と

と
も
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。） 

⑤
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
写
真
を
１
〜
３
枚
程
度
残
し
ま
す
。
領
収
書

は
忘
れ
ず
に
も
ら
い
ま
す
。 

⑥
す
べ
て
の
事
業
が
終
了
し
た
ら
、
実
績
報
告
書
・
写
真
１
〜
３
枚
、

領
収
書
の
コ
ピ
ー
を
提
出
し
ま
す
。
遅
く
て
も
、
平
成
27
年
の
３
月
末

日
ま
で
に
は
提
出
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

※
補
助
率
は
補
助
対
象
経
費
の
10
／
10
補
助
（
１
０
０
％
）
で
補
助
限

度
額
は
単
年
度
５
万
円
、
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

※
町
全
体
で
地
域
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。
町
内
で
調
達

で
き
る
も
の
は
、
町
内
の
商
店
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

※
修
理
費
で
も
地
区
の
皆
さ
ん
が
共
同
作
業
で
行
う
も
の
は
該
当
に
な

り
ま
す
が
、
大
工
さ
ん
や
工
事
業
者
さ
ん
に
頼
む
よ
う
な
本
格
的
な
修

理
事
業
は
、
こ
の
事
業
に
該
当
し
ま
せ
ん
。 

対
象
と
な
る
経
費 

　
講
師
謝
金
、
旅
費
、
消
耗
品
費
、
材
料
費
、
燃
料
費
、
使
用
料
、
賃

借
料
、
通
信
費
、
運
搬
費
、
修
繕
費
、
備
品
購
入
費
（
事
業
専
用
備
品
） 

対
象
と
な
ら
な
い
経
費 

　
飲
食
費
（
弁
当
、
お
酒
、
料
理
の
材
料
代
）、
賃
金
・
日
当
・
委
託

料
（
草
刈
作
業
、
除
雪
作
業
、
土
木
建
築
作
業
等
）、
神
事
仏
事
に
要

す
る
費
用
（
お
神
酒
、
玉
串
料
、
お
供
え
物
） 

田郎地区区長。区長会
理事、最上地区交通安
全協会真室川町支部副
支部長、保護司等多く
の役職を担う。自衛隊
出身。相撲と地域をこ
よなく愛し、地域づく
りに尽力している。 

地区：田郎 
代表：佐藤藤男さん 
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